









































モーラ分とカウントされる分節（ moraic segment ）を大文字で示すことにした。（なお本稿では、
記述上の便宜のため、ペラール・林（2012）によって fricative vowel と記述されている摩擦的噪





























いは助詞連続を付け、たとえば kazi nudu cuRkaR（風が強い）、kusa meR toRretaN（草も倒れ



















［AB型］ kazi nudu …（風が…） saki nudu …（酒が…）
　　　 　pana nudu …（花が…） jukI nudu …（斧が…）
［ Ｃ 型 ］ puni nudu …（舟が…） usI nudu  …（臼が…）
　　　 　nabi nudu …（鍋が…） sana nudu …（傘が…）
次に Ndu（入格助詞 N＋du、～に）を付け「水に漬ける、鍋に入れる、鼻に付ける」のよう
な文を作ってもらった場合にも、（2）の nudu の場合と同じような２種類の型の区別が出現した。




［AB型］ pana Ndu …（鼻に…） saki Ndu …（酒に…）
［ Ｃ 型 ］ nabi Ndu …（鍋に…） sata Ndu …（砂糖に…）
平山ほか（1967）や崎村（2006：66）の記述に従うと、本稿のAB型には「低平型」、Ｃ型には
「高平型」が出現する、ということになるのだが、私の調査した３人の話者の発音では、少なく
とも nudu （主格＋焦点標識）、Ndu （入格＋焦点標識）という助詞連続が２モーラ名詞に後続し
た場合には、AB型にもC型にも、そのような型は観察されなかった。
私の調査では、この２種の型は、まずAB型のほうは「低く始まり助詞連続の最後のモーラだ








［AB型］ kazi nu naI（風の音） jukI nu naI（斧の音） ３）
［ Ｃ 型 ］ nabi nu naka（鍋の中） funi nu iru（舟の色）












［AB型］ kazi meR …（風も…） 　pana meR …（花も…）
［ Ｃ 型 ］ usI meR …（臼も…） 　puni meR …（骨も…）
一方、２モーラ名詞に３モーラの助詞連続 meRdu （並列助詞 meR＋焦点標識 du）がつくと、
原則的に次のようになり、２種類の型の区別が出現した。４）
（7）２モーラ名詞に meRdu が後接した場合の音調型
［AB型］ saki meRdu …（酒も…） 　usI meRdu …（牛も…） ５）
［ Ｃ 型 ］ nabi meRdu …（鍋も…） 　puni meRdu …（骨も…）
しかしこの場合も、AB型が saki meRdu …（酒も）、pana meRdu …（鼻も…）のように出現
して、Ｃ型と同じパターンのように聞こえることもあった。したがってこの環境でも、AB型と
Ｃ型の音調型は明瞭に区別できる、と言うわけにはいかない。どうしてこのような合流傾向を示





同じような３モーラの助詞連続 karadu（奪格助詞 kara＋焦点標識 du）の場合にも、次のよう
にAB型とＣ型との違いが合流する傾向が著しい。
（8）２モーラ名詞に karadu が後接した場合の音調型
［AB型］ mizI karadu …（水から…） 　　fucI karadu …  （口から…）
［ Ｃ 型 ］ nabi karadu …（鍋から…） 　　usI karadu …   （臼から…）
同様に、３モーラの助詞連続 gamidu （到格助詞 gami ＋焦点標識 du）の場合にも、AB型とＣ
型は中和してしまい、助詞連続部分が全体的に高く発音された。６）
（9）２モーラ名詞にgamiduが後接した場合の音調型
［AB型］ jama gamidu … （山まで…） 　　kuzu gamidu …  （去年まで…）
［Ｃ系列］ funi gamidu …  （舟まで…） 　　pari gamidu …   （畑まで…）
また、助詞連続 sjiRdu （具格助詞 sjiR ＋焦点標識 du） ７）の場合にも、同様な合流傾向が観察さ
れた。
（10）２モーラ名詞に sjiRdu が後接した場合の音調型
［AB型］ fudi sjiRdu …    （筆で…） 　　saki sjiRdu …（酒で…）














まず、３モーラ名詞に主格の助詞連続 nudu や、入格の助詞連続 Ndu（N＋焦点標識 du）、そ





［AB型］ manata nudu …（蛙が…） 　　aVva nudu …   （油が…）
［ Ｃ 型 ］ garasa nudu …   （烏が…） 　　poRkI nudu …（箒が…）
（12）３モーラ名詞に Ndu （入格＋du）が後接した場合の音調型
［AB型］ Nnagu Ndu …  （砂に…）






［AB型］ kagaM nu iru（鏡の色） 　aVva nu iru　　（油の色）
 　　 manata nu kui （蛙の声） 　kuruma nu naI（車の音）
［ Ｃ 型 ］ katana nu iru（刀の色） 　poRkI nu iru　 （箒の色）









　　［ Ｃ 型 ］　○○●▲▲…
・属格の nu が後接した場合
　　［AB型］　○○○▲…
　　［ Ｃ 型 ］　○●●▲…
ここでも後ろに付く助詞の違いによって、アクセント型が交替を見せる。特にＣ型は、
nudu やNdu が後続した場合は ○○●▲▲…となるのに対して、属格の nu が後続した場合は ○
















［AB型］ manata meRdu uI（蛙もいる。）








［AB型］ buduI meRdu …（踊りも…） kagaM meRdu …   （鏡も…）
 　　 taRra meRdu …　（俵も…）　 maQfa meRdu …    （枕も…）
 　　 aVva meRdu …　（油も…）　 kuruma meRdu …（車も…）
［ Ｃ 型 ］ aRgu meRdu …　（歌も…）　 katana meRdu …   （包丁も…）
 　　 pasaM meRdu …（鋏も…）　 fusuI meRdu …     （薬も…）




この場合、２種類の音調型は、（14）にまとめた nudu、Ndu や属格の nu などの助詞（助詞連続）
が後接した場合とは、かなり異なったものであることが注目される。
この meRdu が後続した場合と同じことが、karadu （奪格 kara＋焦点標識 du）や sjiRdu（道具




［AB型］ aVva karadu …  （油から…） 　   taRra karadu …  （俵から…）
［ Ｃ 型 ］ soRki karadu …（籠から…） 　   makaI karadu …（椀から…）
（18）３モーラ名詞に sjiRdu が後接した場合の音調型
［AB型］ aVva sjiRdu …（油で…） 　   kacuR sjiRdu …（ 鰹
かつお
で…）
［ Ｃ 型 ］ katana sjidu …（包丁で…） 　   ukama sjidu …（釜で…）
このように、３モーラ名詞に meRdu、karadu、sjiRdu など３モーラの助詞連続が連続すると、
この方言の２種類の型の区別は、次のような音調型の違いによって、非常に明瞭に出現する。
（19）３モーラ名詞のアクセント型 ― meRdu、karadu、sjiRdu などの助詞連続が後接した場合
［AB型］ ○○○▲▲▲…






　　　　nudu、Ndu が後接した場合  　　○○○△▲…
　　　　属格のnu が後接した場合  　　○○○▲…
　　　　meRdu、karadu、sjiRdu が後接した場合 　　○○○▲▲▲…
　　 b．３モーラ名詞［Ｃ型］のアクセント交替
　　　　nudu、Ndu が後接した場合  　　○○●▲▲…





































｛ a　V　va　nu ｝i　ru （油の色）
  μ  μ   μ   μ   μ   μ
　　 Ｌ　　　　　H
｛ ga　ra　sa　nu ｝ku　i （烏の声）
  μ   μ    μ   μ    μ   μ
　　　　   Ｈ　　　　 Ｌ









［AB型］ kazi nudu …（風が…） 　　saki nudu …（酒が…）
［ Ｃ 型 ］ puni nudu …（舟が…） 　　usI nudu …（臼が…）
ｂ．入格のNduが後接した場合
［AB型］ pana Ndu …（鼻に…） 　　saki Ndu …（酒に…）















｛ sa　ki ＃ nu　du ｝ （酒が）
  μ　μ　  μ   μ
　　  Ｌ　　　  Ｈ
｛ na　bi ＃ nu　du ｝ （鍋が）
  μ　μ　  μ   μ
 　　　　    H　　L








［AB型］ kazi nu naI（風の音） 　　jukI nu naI（斧の音）
［ Ｃ 型 ］ nabi nu naka（鍋の中） 　　funi nu iru（舟の色）
ｂ．３モーラ名詞に 属格の nu が後接した場合
［AB型］ kagaM nu iru（鏡の色） 　　kuruma nu naI（車の音）
［ Ｃ 型 ］ katana nu iru（刀の色） 　　pasaM nu naI（鋏の音）
「kazi nu naI（風の音）、kagaM nu iru（鏡の色）」の音調型から分かるように、AB型は２モー
ラ名詞も３モーラ名詞も、出だしから３モーラ分、低い音調が続く。これに対して、Ｃ型のほう


































［AB型］ mizI karadu …（水から…） 　　　＊mizI karadu …（水から…）












［AB型］ jama nu puka njaRN（山の他はない）
 pana nu puka njaRN（花の他はない）
 mugI nu puka njaRN （麦の他はない）
＊  kara     du
　μ　μ　μ　　μ μ
　　 音調




 piI nu puka njaRN   （にんにくの他はない）
［ Ｃ 型 ］ funi nu puka njaRN   （舟の他はない）
 nabi nu puka njaRN  （鍋の他はない）
 sata nu puka njaRN  （砂糖の他はない）






















｛ a　V　va　nu　du ｝ （油が…）
  μ　μ　μ　μ　μ
　　 L　　　　     H
｛ ga　ra　sa　nu　du ｝ （烏が…）
   μ　μ　μ　μ　μ
　　　　　　    H　　　L














［AB型］ manata meRdu uI（蛙もいる。）










詞連続 NkeRdu（方向格助詞 NkeR＋焦点標識 du）が、２モーラ名詞に後接した場合である。
すでに第２節で述べたように、２モーラ名詞は、多くの助詞連続が後続する場合に合流傾向を
示す。（たとえば、道具格の sjiRdu を付けて「鮫で作る、鍋で作る、桶で運ぶ」のような文を作




｛ ma　na　ta ｝｛ me　R　du ｝ （油も…）
   μ　 μ　μ　　μ　μ　μ
　　　  L　　　　　　   H
｛ fu　na　ta ｝｛ me　R　du ｝ （団扇も…）
  μ　μ　μ　    μ　μ　μ
　　　H　　　　　  　L






［AB型］ saba N keR du …（鮫に…）
［ Ｃ 型 ］ saba N keR du  …（草履に…）
このことから、「鮫 saba（AB型）」と「草履 saba（Ｃ型）」は、アクセント型で対立する２モー
ラ語のミニマルペアであることが分かった。





［AB型］ jama N keR du … （山へ…） 　　bata N keR du …（腹へ…）
 Mta N keR du … （土へ…） 　　sudi N keR du …（袖へ…）
［ Ｃ 型 ］ funi N keR du … （舟へ…） 　　nabi N keR du …（鍋へ…）
 tagu N keR du … （桶へ…） 　　sata N keR du …（砂糖へ…）
ｂ．３モーラ名詞にNkeRduが後接した場合
［AB型］ taRra N keR du … （俵へ…） 　　maQfa N keR du …（枕へ…）
 akacI N keR du … （血へ…） 　　Nnagu N keR du …（砂へ…）
［ Ｃ 型 ］ ukamaN keR du … （釜へ…） 　　makaI N keR du …（椀へ…）




［ Ｃ 型 ］
ここで特に面白いのは、NkeRdu という助詞連続が２モーラ名詞に続いた場合である。
NkeRdu は形態的には＋ NkeR+du と区分されるのだが、その最初の N は keR とは切り離され、
前の名詞と合体してひとつのフット形成の範囲となることができる。つまり、次に示すように、
｛ ja　ma　 N ｝｛ ke　R　du ｝　 （山へ…）
   μ　μ　 μ　 μ　μ　μ
　　　  L　　　　　　H
｛ fu　ni　 N ｝｛ ke　R　du ｝　 （舟へ…）
  μ　μ　 μ　   μ　μ　μ
　　　H　　　　　　  L






［ Ｃ 型 ］
これが（27）の制約に抵触していないということは、NkeRdu は、音韻的には、N+keR+du 
のように区切れていることを示唆している。
この場合、フット構築の範囲は、文節の句切れ目とは一致してしない。文節なら「funi N keR 





さて、前節で考察した NkeRdu であるが、（36 b）の例から分かるように、前に来る名詞が３
















｛ ja　ma ＃ N 　ke　R　du ｝ （山へ…）
  μ　 μ　   μ　 μ　μ　μ
　　　  L　　　　　　  H
｛ fu　ni ＃ N 　ke　R　du ｝　 （舟へ…）
  μ　μ　   μ　 μ　μ　μ
　　　H　　　　　   　L













［AB型］ pana pari N keRdu…  （花畑に…）11）
 mugI pari N keedu…  （麦畑に…）
 mami pari N keRdu…  （豆畑に…）
 suNna pari N keRdu…  （葱畑に…）
［ Ｃ 型 ］ ssjuC pari N keRdu…  （ソテツ畑に…）
 tamama pari N keRdu…  （キャベツ畑に…）
 cIguI pari N keRdu…  （ひょうたん畑に…）
 dakjoR pari N keRdu…  （らっきょう畑に…）
 nabjaRra pari N keRdu…  （へちま畑に…）
suNna pari N keRdu（葱畑に…）と tamama pari N keRdu（キャベツ畑に…）から分かるよ
うに、予想通り、○○○○○○＋keRdu（AB型）対○○○○○○＋keRdu（Ｃ型）という型の
違いが出現した。
また、この複合語を使った検証から、AB型の出だしの低い音調は、pana pari N keRdu（花
畑に…）から分かるように（３モーラではなく）２モーラの場合もあり得る、ということが分かっ
た。
さらに、次のデータのなかの beNtoR bako N keRdu から分かるように、AB型の出だしのＬ音
調は、「４モーラ」の長さにわたって連続することもあることも分かった。
（40）「～箱」のアクセント
［AB型］ beNtoR bako N keRdu （弁当箱に…）
 juRbiN bako N keRdu （郵便箱に…）
［ Ｃ 型 ］ fusuI bako N keRdu （薬箱に…）
 umisu bako N keRdu （箸箱に…）
つまり、「AB型の出だしのＬ音調は、必ずしも３モーラでなくてよい」ということが判明した。
一方、Ｃ型のほうのＨ音調は、常に３モーラ分の長さを保とうとする傾向が強いようである。
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この高い音調の連続部分を３モーラ分に保つために、Ｃ型の場合、たとえばnabjaRra pari N 
keRdu（へちま畑に…）のように、語頭を低くすることがある。これに対してAB型のほうは、


















































　　mizu nu naI meRdu sI （水の音もする）
　　kazi nu naI meRdu sI （風の音もする）
［Ｂ系列と思われる名詞から始まる場合］






４）meRduは、AB型の名詞に後続すると jama meRdu…（山も）のようにmeRdu の２モーラ目直後に
下がり目が出現することもあった。３モーラ名詞から始まる場合も同様で、buduI meRdu…（踊り
も…）、aVva meRdu…（油も…）のような音調型も観察された。












後者は kutusI gamidu…（今年まで…）、pIsuma gamidu…（昼まで…）と最後のモーラのみが高く






  ・Ａ型 kutusI gamidu…（今年まで…）
  ・Ｂ型 junaka gamidu… （ junaka gami duとも）（夜中まで…）


















　　　　paR meRdu…（葉も…） 　　kiR meRdu…（木も…）
　　・karadu を付けた場合
　　　　kaR karadu…（川から…） 　　jaR karadu…（家から…）




　　　［a］ juR N keR du…（湯に…）　　　kaR N keR du…（井戸に…）





のようなHLHの交替リズムが観察された。その例は、「piI pari N keRdu…（にんにく畑に…）、
guma pari N keedu…（胡麻畑に…）、buRgI pari N keRdu…（砂糖黍畑に…）、mIRna pari N 

















　　　　mizI maFfa（水枕）　/　mizI maFfa N keRdu…（水枕に…）
　　［前部要素がＢ系列と思われる複合語］
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